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樹皮は灰白色，きめが細かく，裂け目を生じません。葉は大きくて長さ 20 〜 40cm，トチノキに並ぶ大き










写真 1　ホオノキ（花） 写真 2　ホオノキ遠景（花）
写真 4　コブシ（花）写真 3　ホオノキ（果実）
野山の花　— 身近な山野草の食効・薬効 —
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配列し，がく片と花弁の区別が明瞭でないなど，モクレン科植物の比較的原始的な特徴を受け継いでいます。
雄しべは長さ 2cm，花糸は赤色，葯は黄白色で，花の寿命は短く，雄しべは開花するとすぐに落ちてしまい
ます。果実は袋果が集まった集合果で，長さ 10 〜 15cm の長楕円形，9 〜 11 月に熟します。袋果は赤褐色
で中に長さ 1cm ほどの種子が 2 個入っていて，種皮の外層は赤色，中層は肉質，長い糸状の珠
しゅへい
柄でぶら下がっ











ホ オ ノ キ や 中 国 に 産 す る 厚
こうぼく
朴 M. offcinalis Rehder 
et Wilson， 凹
おうよう
葉 厚 朴 M. offcinalis Rehder et Wilson 
var. biloba Rehder et Wilson の樹皮は生薬名をコウ










し ん ぴ と う
秘湯，
平
へ い い さ ん
胃散などに配剤され，芳香健胃，収斂，利尿，去痰などの目的で各種家庭薬にも用いられます。成分と
しては精油の α-eudesmol, β-eudesmol, γ-eudesmol，ネオリグナンの magnolol, honokiol，アルカロイド







コブシ M. kobus，ハクモクレン M. denudata，タイサンボク M. grandidflora などがあります。
写真９　生薬：コウボク（厚朴）
写真７　ホオノキ（冬芽） 写真８　ホオバミソ（朴葉味噌）
